
現
在
美
高
の
講
堂
は
耐

震
工
事
に
入
っ
て
お
り
、

行
事
な
ど
で
使
う
こ
と
が

で
き
な
い
。
今
回
新
聞
文

芸
部
は
、
こ
の
耐
震
工
事

を
行
っ
て
い
る
新
枝
建
設

の
工
事
部
長
、
松
根
貴
宏

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
。

そ
も
そ
も
な
ぜ
耐
震
工

事
が
必
要
に
な
っ
た
の
か
、

そ
の
理
由
を
尋
ね
た
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
で
は
、
多
く
の
ホ
ー

ル
で
吊
り
天
井
が
落
下
す

る
な
ど
の
事
故
が
発
生
し

た
。
そ
の
た
め
、
高
さ
6

ｍ
以
上
、
面
積
２
０
０
㎡

以
上
の
吊
り
天
井
を
、
脱

落
に
よ
っ
て
重
大
な
事
故

が
発
生
す
る
危
険
が
あ
る

天
井
（
特
定
天
井
）
と
し
、

法
改
正
が
行
わ
れ
た
。
地

震
の
際
に
大
き
な
被
害
が

出
な
い
よ
う
に
す
る
、
安

全
の
た
め
の
法
律
だ
。

美
高
の
講
堂
の
天
井
は

こ
の
特
定
天
井
に
該
当
す

る
た
め
、
今
年
度
約
7
か

月
か
け
て
耐
震
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
建
物
の

構
造
自
体
は
問
題
が
な
い

た
め
、
今
回
は
天
井
だ
け

が
工
事
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

一
口
に
「
耐
震
工
事
」

と
言
っ
て
も
、
そ
の
建
物

に
あ
っ
た
工
事
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
例
え
ば
沼
田

高
校
の
講
堂
の
耐
震
工
事

で
は
、
万
が
一
落
ち
て
も

け
が
を
し
に
く
い
材
料
を

扱
っ
て
い
る
。

美
高
の
講
堂
の
耐
震
工

事
は
、
従
来
吊
り
下
げ
て

あ
っ
た
天
井
を
撤
去
し
、

新
た
に
鉄
骨
を
溶
接
し
て

強
固
な
天
井
を
作
る
、
と

い
う
作
業
で
あ
る
。
こ
う

す
る
こ
と
で
、
よ
り
安
全

な
講
堂
に
な
る
そ
う
だ
。

作
業
人
数
は
、
通
常
20

人
程
度
。
溶
接
の
品
質
管

理
に
気
を
配
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
溶
接
作
業

を
屋
根
裏
で
行
っ
て
い
る

た
め
、
火
花
が
散
っ
て
火

事
に
な
ら
な
い
よ
う
火
災

防
止
に
も
注
意
を
払
っ
て

い
る
と
い
う
。
溶
接
の
火

花
が
落
ち
て
も
大
丈
夫
な

よ
う
に
、
全
て
の
椅
子
に

白
い
防
災
シ
ー
ト
が
被
せ

ら
れ
て
い
た
（
写
真
）
。

工
事
終
了
は
2
月
下
旬
。

現
3
年
生
の
卒
業
式
は
、

新
た
な
講
堂
で
行
わ
れ
る

予
定
だ
。

講
堂
で
行
う
学
年
集
会

や
講
演
会
な
ど
は
、
現
在

体
育
館
な
ど
で
行
わ
れ
て

い
る
。
も
っ
と
も
影
響
が

大
き
い
の
は
、
来
年
2
月

14
日
（
金
）
に
開
催
予
定

の
合
唱
祭
だ
。

工
事
の
完
成
に
は
間
に

合
わ
な
い
た
め
、
佐
伯
区

民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
今
年
度
の
合
唱

祭
に
つ
い
て
、
生
徒
会
の

濵
田
先
生
に
お
話
を
う
か

が
っ
た
。

―
場
所
が
例
年
と
異
な
り

ま
す
が
、
心
配
し
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

講
堂
で
は
な
く
佐
伯
区

民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
う

の
で
、
ま
ず
、
ど
こ
に
あ

る
か
場
所
が
分
か
る
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
会
場
に

は
自
転
車
置
き
場
が
確
保

で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い

の
で
、
公
共
交
通
機
関
で

行
け
る
よ
う
下
調
べ
を
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

―
ほ
か
に
、
昨
年
度
と
異

な
る
点
は
あ
り
ま
す
か
。

自
由
曲
は
例
年
通
り
で

す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
今

年
度
は
全
ク
ラ
ス
校
歌
の

斉
唱
を
行
い
、
自
由
曲
と

合
わ
せ
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

校
歌
は
1
番
の
み
、
指
揮

の
み
で
伴
奏
は
行
い
ま
せ

ん
。

―
生
徒
に
協
力
し
て
行
っ

て
欲
し
い
こ
と
は
。

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

作
り
出
す
と
い
う
課
題
を

理
解
し
て
、
協
力
し
て
ク

リ
ア
し
て
欲
し
い
で
す
。

今
号
で
坂
の
上
通
信
は

通
算
一
〇
〇
号
を
突
破
し

た
。新

聞
文
芸
部
は
、
校
内

新
聞
「
坂
の
上
通
信
」
を

発
行
す
る
部
活
動
。
年
間

20
号
発
行
を
目
標
と
し
て

平
成
26
年
よ
り
発
行
を
続

け
て
い
る
が
、
6
年
目
に

し
て
3
桁
の
大
台
に
の
っ

た
こ
と
に
な
る
。

平
成
25
年
以
前
の
新
聞

文
芸
部
の
活
動
は
、
小
説

を
中
心
と
し
た
文
芸
誌
の

作
成
だ
っ
た
が
、
平
成
26

年
度
か
ら
新
聞
発
行
の
み

の
活
動
に
絞
り
、
今
日
に

い
た
っ
て
い
る
。

昨
年
度
以
来
、
校
外
で

の
発
表
や
他
校
の
新
聞
部

と
の
交
流
の
機
会
も
増
え
、

今
年
度
8
月
に
は
、
全
国

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
さ

が
大
会
に
も
参
加
。
ま
た

例
年
は
参
加
賞
ど
ま
り
が

多
か
っ
た
中
国
新
聞
主
催

「
み
ん
な
の
新
聞
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
は
、
今
年
度
は
じ

め
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。部

長
で
2
年
4
組
の
福

田
さ
ん
は
「
今
後
も
よ
い

紙
面
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
力
を
込
め
た
。

地
震
対
策
と
し
て
、
ま

ず
何
が
思
い
浮
か
ぶ
だ
ろ

う
か
。
何
よ
り
も
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
場
所
に
ど

の
よ
う
な
被
害
が
想
定
さ

れ
る
か
を
知
る
こ
と
が
、

身
を
守
る
一
歩
と
な
る
だ

ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
県

の
Ｈ
Ｐ
な
ど
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
参
考
に
な
る

▼
夜
間

に
起
こ
る
可
能
性
を
考
え

る
と
、
家
具
の
固
定
や
家

具
の
上
に
重
い
も
の
を
置

か
な
い
な
ど
、
部
屋
の
中

を
見
直
す
こ
と
も
大
切
だ
。

災
害
時
慌
て
ず
安
全
に
避

難
す
る
た
め
に
、
避
難
場

所
や
経
路
を
家
族
で
確
認

し
て
お
く
こ
と
や
、
定
期

的
に
避
難
バ
ッ
ク
の
点
検

を
行
う
こ
と
も
重
要
だ

▼
学
校
で
は
施
設
の
安
全

点
検
の
他
に
、
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
る
。
先
日

も
授
業
中
に
一
斉
地
震
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
こ

れ
は
同
じ
時
刻
に
一
斉
に

行
う
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練
」
と
呼
ば
れ
る

▼

命
を
守
る
た
め
に
は
、
特

に
「
し
ゃ
が
む
、
か
く
れ

る
、
ま
つ
」
の
3
つ
の
行

動
が
大
切
だ
言
わ
れ
て
い

る
。
訓
練
と
思
わ
ず
真
剣

に
取
り
組
む
こ
と
が
、
自

分
の
身
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
だ
ろ
う
。

（
木
村
京
珠
）

つ
い
に
一
〇
〇
号
を
達

成
し
た
。
一
つ
の
節
目
で

は
あ
る
が
、
今
後
も
一
号

ず
つ
歩
ん
で
い
き
た
い
。

第１００号 坂 の 上 通 信 令和元年１１月７日

新
た
に
鉄
骨
を
溶
接
し
補
強

令

和

元

年

十

一

月

七

日

広
島
市
立
美
鈴
が
丘
高
等
学
校

新
聞
文
芸
部
（
四
〇
三
演
習
室
）

昨
年
度
の
合
唱
祭
の
様
子

２
階
入
り
口
か
ら
見
た
講
堂
内
。
鉄
骨
で
埋
ま
っ
て
い
る

耐
震
工
事
の
具
体
的
な
作
業
は
、
天

井
を
撤
去
し
、
鉄
骨
を
新
た
に
追
加
・

溶
接
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
取
材
当
日

（
11
月
1
日
）
は
、
鉄
骨
の
溶
接
作
業

を
行
っ
て
い
た
。
取
材
後
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
し
て
講
堂
内
を
見
学
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

講
堂
内
は
、
鉄
パ
イ
プ
を
組
み
合
わ

せ
て
天
井
付
近
に
足
場
が
作
ら
れ
て
い

た
。
見
上
げ
る
と
、
隙
間
か
ら
は
溶
接

に
よ
っ
て
火
花
が
飛
び
散
っ
て
い
る
様

子
も
見
受
け
ら
れ
た
。

工
事
中
の
講
堂
を
見
学

今
回
は
、
国
語
の
大
関

先
生
に
と
っ
て
の
「
形
容

詞
な
◯
◯
」
を
聞
い
た
。

お
題
は
「
新
し
い
花
火
」
。

―
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
花
火

の
魅
力
を
感
じ
ま
す
か
。

遠
く
か
ら
と
近
く
か
ら

で
は
ま
っ
た
く
違
う
「
新

し
い
景
色
」
が
広
が
っ
て

見
え
る
こ
と
で
す
。

―
ど
ん
な
花
火
を
見

て
き
ま
し
た
か
。

花
火
が
好
き
で
、

毎
年
い
ろ
い
ろ
な
場

所
で
観
賞
し
て
い
ま

す
。
山
の
頂
上
か
ら

花
火
を
見
下
ろ
す
よ

う
に
、
ま
た
船
上
か

ら
見
上
げ
る
よ
う
に
観
賞

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

フ
ェ
リ
ー
で
、
車
を
止
め

る
場
所
か
ら
観
賞
で
き
た

の
で
、
大
迫
力
の
花
火
が

楽
し
め
ま
し
た
。

形
容
詞
な
○
○
ま
る

ま
る

対

象

形
容
詞

紹
介
者

花
火

新
し
い

国
語
・
大
関
先
生

合
唱
祭

今
年
度
は
校
外
で
開
催

松
根
さ
ん
に
続
い
て
講
堂
内
を
歩
く

年度 部員数 発行号 枚数

２６ ５ 第1号～12号 12号

２７ １０ 第13号～29号 17号

２８ ７ 第30号～49号 20号

２９ ９ 第50号～66号 17号

３０ ６ 第67号～85号 19号

３１ ５ 第86号～100号 15号

＊部員数は4月現在の数字。

＊31年度の発行号は、11月現在のもの。

新聞文芸部 活動の軌跡

船
上
か
ら
見
た
花
火

（
大
関
先
生
提
供
）


